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商工会情報誌

商工会は法律に基づいて設置されており、

経営についての相談は全て無料です。

福
利
厚
生
事
業

前
回

『
勝
山
町
町
並
お
保
存
地
区
と
湯
原
温
泉
」

一週
一

日
帰
り
旅
行
ぬ
旅

(
9目
幻
自
)

鍾
喝

総
勢
同
名
が
楽
し
む

ま
た
ま
た
昨
年
の
日
帰
り
旅
行
に
続
い

て
雨
の
中
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

佐
東
支
部
社
名
、
安
佐
支
部
幻
名
、
可

部
支
部
幻
名
の
総
勢
市
名
の
参
加
の
も
と
、

雷
の
号
砲
で
一
路
目
的
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
勝
山
町
の
古
い
町
並
み
を
雨
の
中
見

学
し
た
の
ち
、
湯
原
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

「菊
之
湯
」
に
て
、
参
加
者
全
員
が
一
室
に

入
り
配
膳
の
前
に
座
っ
た
さ
ま
は
、
圧
巻

の
一
言
に
尽
き
る
も
の
で
し
た
。

ご
馳
走
の
前
に
、
上
西
会
長
と
私
の
挨

拶
が
あ
り
、
会
長
の
お
話
は
商
工
会
の
内

容
及
び
魅
力
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
非
常
に

意
味
深
い
昧
の
あ
る
挨
拶
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

蒜
山
高
原
に
て
買
い
物
を
す
る
頃
は
雨

も
上
が
り
、
み
ん
な
両
手
い

っ
ぱ
い
に
お

土
産
を
手
に
し
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
パ
ス
に

乗
込
み
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

事
故
も
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
安
堵
致
し
ま

し
た
。
こ
の
旅
行
を
準
備
し
て
頂
い
た
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
た
次
第
で
す
。

福
利
厚
生
部
会

部
長

松
尾

泰
昌



スヴ弓b安佐 (2) 第 5号

『
工
業
部
会
』

視
察
研
修
事
業
報
告

関

-

ア
ヲ
ハ
タ
附
ジ
ャ
ム

工
場
視
察
と

大
崎
上
島
見
学

.
平
成
却
年
7
月
叩
日
(
木
)

参
加
人
員
位
名

内向。
工
業
部
会
で
は
今
年
度
の
視
察
事
業
と
し
て
、

竹
原
市
忠
海
中
町
に
あ
る
「
ア
ヲ
ハ
タ
附
ジ
ャ

ム
工
場
」
を
視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
か
ら
総
勢
回
名
が
パ
ス

2

台
に
分
乗
。
広
島
イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
に
乗
り
、

一
路
ア
ヲ
ハ
タ
側
ジ
ャ
ム
工
場
へ
。

ま
ず
、

研
修
室
で

ア
ヲ
ハ
タ

株
式
会
社

の
歴
史
に

つ
い
て
説

明
を
受
け

ま
し
た
。

平成20年10月20日

ア
ヲ
ハ
タ

株
式
会
社

は
、
広
島

の
み
か
ん

を
缶
詰
加

工
す
る
目

的
で
、
昭

和

7
年
に

創
業
さ
れ

た
と
い
v

つ

こ
と
で
し
た
。
創
業
の
商
品
は
、
み
か
ん
缶
詰

と
オ
レ
ン
ジ
マ
マ
レ

l
ド
で
し
た
。
そ
の
た
め

柑
橘
類
の
最
優
良
山
地
で
あ
っ
た
瀬
戸
内
海
に

位
置
す
る
当
地
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ュ

ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
創
業
者
で
あ
る

中
島
董
一
郎
氏
が
創
業
以
来
「
缶
詰
は
中
身
が

見
え
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
製
造
す
る
人
は
正
直

者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
信
念
の
も
と
に
、

添
加
物
を
使
用
せ
ず
「
美
味
し
さ
の
追
及
し
を

今
日
に
至
る
ま
で
努
力
を
続
け
て
き
た
そ
う
で

す。
研
修
室
で
の
説
明
後
、
工
場
で
の
製
造
工
程

の
見
学
に
移
り
ま
し
た
。
最
新
鋭
の
製
造
工
場

を
順
番
に
見
学
し
て
行
き
、
特
に
衛
生
面
、
安

全
性
へ
の
細
心
の
注
意
に
は
、
感
嘆
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
面
へ
の
配
慮
も
た
い
へ
ん
勉
強
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ム
の
試
食
を
し
、

皆
さ
ん
買
い
物
な
ど
を
さ
れ
、
工
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

工
場
見
学
後
は
、
竹
原
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

大
崎
上
島
の
白
水
港
へ
。

ホ
テ
ル
清
風
館
で
の
豪
華
な
昼
食
を
と
り
、

島
内
の
中
国
電
力
大
崎
発
電
所
、
海
と
島
の
歴

史
資
料
館
を
見
学
。

「
大
崎
発
電
所
」
は
、
世
界
最
大
級
の
加
圧

流
動
床
複
合
発
電
方
式
を
採
用
し
た
、
環
境
面
、

省
資
源
に
配
慮
し
た
発
電
所
で
、

「
海
と
島
の

歴
史
資
料
館
」
は
明
治
8
年
に
建
築
さ
れ
た
大

望
月
邸
に
島
の
文
化
財
や
美
術
品
を
展
示
し
た

も
の
で
す
。

こ
れ
で
本
日
の
す
べ
て
の
行
程
を
終
え
、
ふ

た
た
び
フ
ェ
リ
ー
で
竹
原
港
へ
。

J 

今
回
は
「
ア
ヲ
ハ
タ
側
ジ
ャ
ム
工
場
」
、
「
中

国
電
力
大
崎
発
電
所
」
の
視
察
研
修
、
「
海
と

島
の
歴
史
資
料
館
」
で
は
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
、

瀬
戸
内
海
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

••• E司

講 場日住 工

株師所時宅業部
式取
会河広平庇会
社野島成?旦』
広博安 20 保講
島 文 佐 年 履 習

建氏商 9 -fj去寸 A築 工 月 E 

住 会 5l-催開
宅セ 館 (金白) っ」 さ

ン いれ
タ てる

株
式
会
社
広
島
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

河
野

博
文
氏
を
講
師
に
迎
え
、
平
成
却
年
9
月

5
日

(
金
)
四
時
よ
り
、
広
由
一
U
J
佐
商
工
会
本
所

2

階
研
修
室
で
、
平
成
幻
年
叩
月
よ
り
実
施
さ
れ

る
「
特
定
住
宅
暇
庇
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
の
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し

た。
こ
の
法
律
は
、
新
築
住
宅
の
売
主
ま
た
は
請

負
人
(
宅
地
建
物
取
引
業
者
や
建
設
業
者
)
が

お
客
様
に
新
築
住
宅
を
引
き
渡
す
際
に
は
「
保

証
金
の
供
託
」
ま
た
は
「
保
険
へ
の
加
入
」
が

義
務
化
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
新
し
い
法
律
が
で
き
た
こ
と
で
、
新
築

住
宅
を
供
給
す
る
際
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
に
な
り
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に

聴
講
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
叫
名
で

し
た
。...複

講場日式
師所時簿

末広平記
本島成講

安 20 室
朱佐年 E

美商 10 催開
工月

税会 15 さ
理館白れ
士 みま

日 し
た

経
営
状
況
を
迅
速
に
、
そ
し
て
的
確
に
自
分

で
把
握
し
て
頂
き
た
い
と
「
複
式
簿
記
講
習
会
」

が
3
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
1
日
簿
記
の
考
え
方

・
第
2
日
日
々
の
取
引
・
記
帳

・
第
3
日
元
帳
と
利
益
の
把
握

の
内
容
で
実
際
に
帳
面
に
記
入
し
、
試
算
表
か

ら
利
益
を
計
算
し
て
も
ら
い
、
簿
記
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
帳
面
を
つ
け
た
こ
と
の
無

い
方
か
ら
、
か
な
り
経
験
の
あ
る
方
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
参
加
者
が
い
ま
し
た
の
で
実
習
中
は
個

別
指
導
と
な
り
ま
し
た
。
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女
性
部
で
は
、
去
る

9
月
四
日
、
兵
庫
県
宝

塚
市
へ
先
進
地
視
察
旅
行
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

第 5号

数
日
前
か
ら
台
風
日
号
の
接
近
と
重
な
り
、

当
日
の
影
響
が
案
じ
ら
れ
ま
し
た
が
道
中
数
ヶ

所
で
小
雨
が
降
る
程
度
で
収
ま
り
、
現
地
に
着

い
た
頃
に
は
日
頃
の
精
進
の
賜
物
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
天
候
は
回
復
し
て
来
ま
し

た。

(3) 

昼
前
に
宝
塚
市
に
到
着
し
、
す
ぐ
さ
ま
最
初

の
目
的
地
「
宝
塚
花
の
み
ち
セ
ル
カ
」
商
庖
街

を
視
察
し
ま
l
人。

こ
こ
は
、

J
R
宝
塚
線
、
阪
急
宝
塚
線
の
宝

塚
駅
が
近
接
し
た
所
で
立
地
的
に
も
恵
ま
れ
た

場
所
に
あ
り
、
広
く
関
西
圏
か
ら
集
客
し
て
い

る
商
庖
街
で
す
。
各
屈
と
も
都
会
的
セ
ン
ス
に

溢
れ
洗
練
さ
れ
た
商
品
や
陳
列
方
法
に
見
習
う

べ
き
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
部
員
さ
ん
た
ち
も
自
身
の
事

業
に
繋
が
る
も
の
を
吸
収
し
よ
う
と
、
思
い
思

い
に
居
舗
を
周
り
熱
心
に
見
聞
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
今
回
の
旅
行
で
女
性

部
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
、

「
宝

塚
歌
劇
」
が
行
わ
れ
る
宝
塚
大
劇
場
。

会
場
の
宝
塚
大
劇
場
は
、
例
え
る
な
ら
ば
、

さ
し
ず
め
旧
広
島
郵
便
貯
金
ホ
l
ル
と
い
っ
た

感
じ
で
し
ょ
う
か
。

当
日
は
雪
組
公
演
で
演
目
は

「
ソ
ロ
モ
ン
の

指
輪
」
と

「
マ
リ
ポ

l
サ
の
花
」
。
収
容
人
員

約
2
5
5
0
人
の
会
場
は
満
員
の
大
盛
況
。
午

後
1
時
の
開
演
か
ら

3
時
間
の
観
劇
を
楽
し
み

ま
し
た
。
雪
組
主
演
男
役
の
水
夏
季
と
娘
役
白

羽
ゆ
り
を
中
心
に
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ

れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
総
勢
別
人
余
り
が
ス
テ
ー

ジ
に
勢
揃
い
。
正
に
「
女
の
園
」
と
い
う
言
葉

が
ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
る
感
じ
で
す
。

部
員
さ
ん
の
中
に
は
、
若
か
り
し
頃
宝
塚
歌

劇
団
に
入
る
『
夢
を
見
た
』
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
グ

何
れ
に
し
て
も
、
参
加
さ
れ
た
方
は
皆
さ
ん
、

歌
劇
を
鑑
賞
し
な
が
ら
過
ぎ
去
り
し
遠

i
い
昔

の
"
乙
女
'
の
頃
に
帰
っ
た
気
分
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
:
:
:
。

《佐
束
支
所
便
り
》

「
せ
せ
ら
ぎ
の
夕
べ
」
開
催
報
告

去
る

7
月
お
日
樹
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
お
い

て
「
せ
せ
ら
ぎ
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
元
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
子
供
会
に

よ
る
と
う
ろ
う
流
し
、
女
性
部
の
民
謡
、
歌
謡

シ
ョ

l
、
、
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
た
く
さ
ん
の
人
出
で
た
い
へ
ん
な
に

ぎ
わ
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

商
工
会
青
年
部
も
こ
の
祭
り
に
参
加
・
協
力

し
「
メ
ダ
カ
の
放
流
」
と
、
商
工
会
女
性
部
と

合
同
で
の
売
屈
の
出
屈
と
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

11 : 00~11 : 25 

《安
佐
支
所
便
り
》

〈
ふ
れ
あ
い
祭
り

2
0
0
8
開
催
!
〉

平
成
初
年
叩
月
羽
目
の
日
曜
日
に
、
安
佐
町

飯
室
に
あ
る
附
コ
ム
ズ
安
佐
パ

ー
ク
に
て
"
ふ

れ
あ
い
祭
り

2
0
0
8
"
が
行
わ
れ
ま
す
。
司

会
に
は
"
大
ち
ゃ
ん
"
こ
と
、
大
松
し
ん
じ
さ

ん
を
招
き
、
盛
大
に
か
つ
お
も
し
ろ
く
進
行
し

て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
場
内
に
は
屋
台
、
ゲ
ー

ム
コ

ー
ナ
ー
等
、
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
お
屈
が
出
庖
し
て
ま
す
。
そ
れ
に
会
場

内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
左
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
、

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

イベント プログラム
1o : OO~ 10 : 25 I森本ケンタミニライブ

スライリ ー&卜コトンくんと遊ぼう撮影会

ジャグリングノfフォ ーマーショ ー

商工会Oxクイズ

JA花木部会寄せ植え講習会

大ちゃんのミニ歌謡ショ ー

ジャグリングノfフォ ーマーショ ー

森本ケンタミニライブ

神楽公演飯室神楽団

ビンゴ大会 豪華景品あり!

10 : 30~10 : 50 

11 : 30~ 11 : 55 

12 : 00~12 : 20 

12 : 30~12 : 55 

13 : 00~13 : 25 

13 : 30~13 : 55 

14 : 00~14 : 40 

14 : 50~15 : 30 
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(
《可
部
支
所
便
り
》

第 5号

ょ
が
ん
す
祭
り
実
施
さ
れ
る

平成20年10月20日

第
四
回
ょ
が
ん
す
祭
り
は
、

8
月
お
日
正
午

よ
り
定
刻
に
始
ま
り
ま
し
た
。
開
始
時
刻
の
加

分
前
よ
り
降
り
始
め
た
雨
、
激
し
い
水
し
ぶ
き

と
雨
音
に
続
行
可
能
か
不
安
に
感
じ
ま
し
た
が

午
後
l
時
頃
に
は
嘘
の
様
に
回
復
し
、
そ
の
お

蔭
か
暑
さ
が
柔
ら
ぎ
気
持
ち
の
良
い
お
祭
り
の

1
日
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
、
ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ガ

ラ
ポ
ン
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
等
ど

こ
も
常
に
大
勢

の
お
客
様
で
長
蛇
の
列
と
な
り
、
か
な
り
お
待

た
せ
し
て
い
た
様
で
す
。

盆
踊
り
の

1
曲
で
あ
る
可
部
音
頭
で
は
、
お

客
様
の
中
よ
り
飛
び
入
り
参
加
が
あ
り
、
商
居

街
活
動
の
願
い
で
も
あ
る
地
元
の
方
々
に
溶
け

込
め
る
、
溶
け
込
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
事

に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
と
、
実
感
出
来
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

来
年
は
第
加
回
と
い
う
節
目
の
よ
が
ん
す
祭

り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

後
継
者
問
題
を
含
め
、
昨
今
の
中
小
の
商
居

街
活
動
の
中
で
地
一
元
の
方
々
と
共
に
歩
め
る
活

動
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
可
部
の
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
参
加
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
(
仁
井
)

可
部
の
ま
ち
お
こ
し

女
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
日
本
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト
」

間
名
様
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

地
元
協
賛
企
業
が
素
敵
な
商
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

平
成
初
年
日
月
日
日
出

午
後
4
時

1
・
午
後
7
時

1

佐
々
木
ビ
ル
(
可
部
3
丁
目
)

可
部
上
市
バ
ス
停
前

・
問
い
合
わ
せ
先
エ
ル
コ
ツ
ア

1
ズ

• 日

時

圃

場

所

ハ
U
q
υ
n
u
l
l
Q
U
7
a
『
U
つ
U
lll
n
u
ワ
ム
ハ
U
R
U

大
「
え
び
す
講
」
開
催
の
お
知
ら
せ

ー
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す

圃

日

時

平

成

初

年

日

月

日

日

i
m
日

置

場

所

可

部

学

区

集

会

所

-
問
い
合
わ
せ
先
ま
す
や
室
目白

ハ
U
O凸
ワ
ム
1
1
1
0
6
1
i
円

L
1
1
1
ワ
ム
ハ
U
A性
ハ
U

犠
大
「
可
部
の
ま
ち
め
ぐ
り
」
宮
寵
さ
れ
る

平
成
初
年
目
月
四
日
間

午
前
日
時

i
午
後
4
時

・

場

所

可

部

旧

国

道

の

町

並

み

-
商
工
会
館
で
は
山
繭
の
紡
ぎ
・
機
織

山
ま
ゅ
の
作
品
展
が
実
施
さ
れ
る

• 日

時

講
習
会
の
お
知
ら
せ

「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

時

平
成
却
年
目
月
訂
日
間1

紅
白
樹

• 日••• 内講場

容 師 所

広
島
安
佐
商
工
会
館

吉
田

美

和

子

-
ワ

l
ド
で
チ
ラ
シ

・
パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法

.
エ
ク
セ
ル
基
礎

・
ち
ょ
い
セ
¥
こ
ん
な
や
り
方
が
:
・
)

-
保
存
い
ろ
い
ろ
&
フ
ァ
イ
ル

管
理

-
V
I
S
T
A
に
慣
れ
よ
う

H

各
項
目
別
に
講
習
を
行
い
ま
す
H

次
の
方
が
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
事
業
所
名

④
住
所

②
事
業
主
名

③
業
種

※
①
わ
っ
し
ょ
い
②
沖
田
孝

③
加
工
食
品
、
合
掌
み
そ
製
造
販
売

④
安
佐
北
区
可
部
8

|
日

l
l

※
①
ア
ン
ト
ン
サ
ー
ビ

ス
②
熊
谷
浩
治

③
総
合
建
設
業

④
安
佐
北
区
亀
山
南
4

n

I

9

m

※
①
附
興
塗
②
鶴
田
成
幸
③
建
築
塗
装

④
安
佐
北
区
亀
山
西
2

日

出

※
①
な
い
と
う
療
術
院
②
内
藤
真
由
美

③
整
体

④
安
佐
北
区
可
部
町
上
町
屋
1
4
9
9
1
1

※
①
フ
ォ
ル
テ
②
佐
々
木
達
也

③
中
古
車
販
売

④
安
佐
北
区
三
入
2
1
1
1
8

※
①
N
建
築
附
②
入
津
努
③
建
築
業

④
安
佐
南
区
川
内
1

8

羽

※
②
谷
川
易
備
③
大
工

④
安
佐
南
区
川
内
3

日

お

9

※
①
岡
イ
マ
ナ
カ
②
上
林
靖

③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
1

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室
池
之
内
4
5
4
5


